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コロサイの信徒への手紙：学びの手引
き
共同体の信仰と成長にとって、キリストはなぜ十分なのですか。

コロサイの信徒への手紙は、創造、和解、教会におけるイエス・キリストの至高性を

中心に据えます。その警告は、キリストを離れて霊的充満を約束する教えや実践に抗い

ます。キリストの死と復活にあずかることは、言葉、赦し、礼拝、家庭の関係、祈りと

いう日常を整え直します。この学びは、対立する教えの全体像を知っているふりをせ

ず、その流れをたどります。

背景の中で手紙を読む

手紙はパウロとテモテを挙げ、投獄に言及し、受取人をエパフラスと結び付けます。伝統的にはローマ

とされますが、エフェソとカイサリアも提案され、パウロ自身の執筆かも議論されます。本文は共同

体が受けた圧力の手掛かりを示しますが、完成した宗教体系の名は示しません。反対者を後代の運動

と同定し、それが確立した事実であるかのように扱わないでください。

聖書の参照箇所: コロサイの信徒への手紙 1章1～8節 · コロサイの信徒への手紙 4章7～18節

出典: primary, brown

論の流れをたどる

感謝と祈りから、キリストと和解の壮大な説明へ進みます。警告の部分はキリストにある充満へ立ち

返らせ、倫理の部分は有害な習慣を捨てて憐れみを身に着けるよう求めます。家庭への指示は古代の

不平等な構造の中で語られます。主人に公正さを求めることは、奴隷制を正しい制度に変えません。

最後の挨拶は教えを支える広いつながりを示します。

聖書の参照箇所: コロサイの信徒への手紙 1章15節 – コロサイの信徒への手紙 2章23節 · コロサイの信徒への手紙 3章1

節 – コロサイの信徒への手紙 4章6節

出典: primary



キリストと全被造物

コロサイの信徒への手紙 1章1～23節

成長への祈りから、キリストと創造、教会との関係へ進みます。初子という表現は、創造をキリスト

に帰する文脈で、その先行性と至高性を表します。歴史的キリスト教は、キリストを単なる被造物の

一つとは読みません。和解は聖く揺るがない生活へ導きます。

考えてみよう

キリストの働きの広さは、共同体の確信と責任をどう形づくりますか。



人を成熟へ導く奉仕

コロサイの信徒への手紙 1章24節 – コロサイの信徒への手紙 2章7節

苦しみ、宣教、教え、祈りは、キリストにある成熟という目標に仕えます。キリストの苦しみを補う

という表現は、奉仕者が苦しみにあずかることについてであり、和解をもたらすキリストの死が不十

分だとは宣言しません。共同体は、受け入れたキリストに根を下ろし続けるよう励まされます。

考えてみよう

成熟を目指す教えは、目覚ましい経験や印象的な知識の先に何を求めるでしょうか。



ほかに充満を求めない

コロサイの信徒への手紙 2章8～23節

警告は割礼、洗礼、規則、祭り、禁欲的実践、天使に関する主張を扱います。その詳細から反対者の

全体像が得られるわけではありません。論証は、課された規定で得る霊的地位ではなく、キリストへ

信徒を向けます。洗礼が具体的にどう働くかの理解は異なりますが、この箇所でキリストの死と復活

と結ばれていることは認められています。

考えてみよう

どの実践が充満のために必須とされ、手紙はその主張にどう答えますか。



新しくされた生き方を身に着ける

コロサイの信徒への手紙 3章1～17節

上にあるものに心を向けることは、地上で具体的な変化を生みます。有害な欲望、怒り、欺きが、憐れ

み、赦し、愛、感謝、礼拝へ変わります。新しい帰属は受け継いだ身分の境界を超えます。赦しは真実

と責任ある配慮に伴うもので、危害にさらされ続けるよう求めることではありません。

考えてみよう

古い習慣と新しい習慣のどの対比が、具体的な和解の行動につながりそうですか。



家庭、祈り、協力者

コロサイの信徒への手紙 3章18節 – コロサイの信徒への手紙 4章18節

家庭への指示と主人への命令は、不平等な古代の社会秩序の中にあります。奴隷制や強制の承認と読

み替えてはいけません。祈りと恵みに満ちた言葉は家庭の外にも広がり、使者の名前と挨拶は、手紙

の知らせを運ぶ相互の配慮のつながりを示します。

考えてみよう

結びの人名と実際的な指示は、日常の関係にキリスト中心の教えをどう見えるものにしますか。

出典

[primary] Colossians; primary biblical text. Reading references only; no Bible text is reproduced in this

resource. https://ebible.org/eng-web/COL.htm

[brown] Raymond E. Brown, An Introduction to the New Testament (Doubleday, 1997), chapter 27.

Background and scholarly discussion; not an endorsement of every interpretation in this study.

独自に制作した本文と画像：CC BY 4.0。聖書本文と第三者の素材は対象外です。

Pauline Letters · CC BY 4.0 · https://paulineletters.com/ja/explore/resources/study-colossians

https://ebible.org/eng-web/COL.htm

